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夢 先 案 内 

 
今月 16 日は高等部、23 日には小学部・中学部の卒業式です。卒業式の後はそれぞれの路(みち)へ進みます。

文字通り「進路」ですね。 

特に、高等部の生徒達は 3 年、6 年、12 年と生徒によってこの学校で過ごした時間に違いはあるものの、外の世

界へ巣立っていきます。今年度、高等部は 20 名の生徒が卒業します。下の表は進路先を示しますが、今年度の

進路活動を通して感じたことを「進学」、「就労」、「生活介護」に分けて、お話したいと思います。 

 

進   学・・・将来、「何をしたい」から、「どこ」へ進学するのかを明確にしましょう。それが決まれば、進学先の対

策をしましょう。過去にどのような問題が出されたのか、今の自分に不足している部分は何なのかを

はっきりさせ、努力を継続しましょう。学校の授業で不足している部分は家庭学習で補いましょう。 

 

就   労・・・どんな仕事に「就きたいのか」、どんな仕事に「向いているのか」を考え、実習でチャレンジしてみまし

ょう。挨拶、コミュニケーション、体力、集中力等、出来ていることや課題など、自分の現在地を知り

ましょう。そして、克服に向けた努力をしましょう。 

 

生活介護・・・事業所の活動にも特徴があり「作業を取り入れた活動」、「ゆったり過ごす活動」、「みんなで賑やか

な活動」と重点をおくポイントはいろいろです。生徒の特徴に合わせ、実習で体験してみるのが良い

のではないでしょうか。また、「利用事業所を１カ所にするか、複数にするのか」も重要なことです。 

 

卒業生の皆さん、これから始まる新生活、それぞれの分野で活躍されることを期待しています。 

在校生の皆さん、次は君たちの番です。どんな路(みち)に進むのか、決めるのは君です。先輩達に負けないように

自分の路を進みましょう。チャレンジの向こうに、先輩達のような笑顔の花が待っています。 

 

卒業者数 進学 
就労 

生活介護 
A 型 B 型 自立活動 

20 名 4 名 1 名 1 名 1 名 13 名 

高等部卒業生進路先（3 月 9 日現在、予定者を含む） 
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【最後に】 
本編では、高等部の進路について書きましたが、高等部入試で感じた中学部の生徒達の成長をお

伝えしたいと思います。 
面接直前の控え室でのこと。「教室に入る前にはノックを忘れない。学校名、受検番号、名前を

大きな声で言う。」等々、これまで教わってきたことを、生徒達同士で確認し合っていました。試
験後は「緊張した～」と安堵の笑顔。小さくて大きな一歩前進を感じる瞬間でした。 

近年、「No News is Good News」と言われる程、想像できなかったことが世界を取り巻いてい
ますが、子ども達は確実に前へ進んでいます。それもご家族の愛情やサポートがあってのことで
す。この「夢先案内の発信する News」も、前へ進む力の一助となればと考えています。 

県立鏡が丘特別支援学校 

進路だより １1号 

2022 年 3 月号 

【来年度のおはなし】 
年度初めに「進路指導の手引き」を配

布します。福祉サービス事業所やサー
ビスについて記載されていますので、
是非、一読されて保管し、面談等でご活
用下さい。 


